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シリ ズー 予算化された事業 その後
地
域
の
誇
り「
源
太
ザ
ク
ラ
」を
未
来
へ

水
泳
授
業
の
民
間
委
託

◆
今
後
の
課
題
は

　

一
方
で
、
地
域
で
は
高

齢
化
や
人
口
減
少
が
進

み
、
祭
り
や
環
境
整
備
を

担
う
人
材
不
足
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

準
備
や
片
付
け
、
山
道

の
維
持
管
理
に
は
多
く
の

労
力
が
必
要
で
す
が
、
若

い
世
代
の
参
加
は
少
な

く
、
活
動
の
継
続
に
不
安

の
声
も
あ
り
ま
す
。

　

源
太
ザ
ク
ラ
を
守
る
こ

と
は
、
桜
の
木
そ
の
も
の

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
記
憶
や
つ
な
が
り
を

未
来
へ
受
け
継
ぐ
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。

◆
活
動
状
況
は

　

源
太
ザ
ク
ラ
の
保
全
や

旧
街
道
沿
い
の
案
内
板
整

備
に
取
り
組
み
、
地
域
の

歴
史
と
文
化
を
守
り
伝
え

て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
中
山
川
に

架
か
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
、

京
都
・
東
福
寺
の
通
天
橋

に
似
た
「
あ
け
ぼ
の
橋
」

を
復
活
さ
せ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

毎
年
開
催
す
る
「
源
太

桜
ま
つ
り
」（
今
年
は
３
月

29
日
に
開
催
）
で
は
、
餅

つ
き
や
散
餅
、
バ
ザ
ー
な

ど
を
行
い
、
多
く
の
来
訪

者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　

地
域
の
元
気
を
支
え
る

「
源
太
桜
ま
つ
り
」
を
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

保
存
活
動
へ
の
継
続
的
な

支
援
に
加
え
、
地
域
外
の

人
も
関
わ
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
案
内
看
板
や
駐

車
場
な
ど
、
来
訪
者
を
受

け
入
れ
る
体
制
の
整
備
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
想
い
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
源
太
ザ
ク
ラ

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
の

支
援
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
源
太
ザ
ク
ラ
と
は

　

約
３
４
０
年
前
の
貞
享

４
年
（
１
６
８
７
年
）、

松
山
藩
士
・
矢
野
五
郎
右

衛
門
（
通
称
・
源
太
）
が
、

周
布
郡
と
久
米
郡
を
結
ぶ

中
山
越
え
の
山
道
を
改
修

し
ま
し
た
。

　

道
が
崩
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
囚
人
を
使
い

８
２
４
０
本
の
桜
を
植
え

ま
す
が
、
そ
の
苦
労
は
凄

ま
じ
く

　
「
桜
三
里
は
源
太
が
仕
置

き　

花
は
咲
く
と
も
実
は

な
る
な
」
と
う
た
わ
れ
、

　
「
源
太
ザ
ク
ラ
」
と
名
付

け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

※
諸
説
あ
り
。

　

現
存
す
る
２
本
は
市
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
、
地
域
の
象
徴
と
し
て

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

― 

ふ
る
さ
と
桜
三
里
会 

―

水
泳
授
業
委
託
事
業

　

源
太
ザ
ク
ラ
は
、
河
之
内
土
谷
地
区
の
旧
金
毘
羅

街
道
に
２
本
残
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
す
。

　

源
太
ザ
ク
ラ
を
守
る
活
動
が
「
ふ
る
さ
と
桜
三
里

会
」
を
中
心
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
よ
り
、
市
内
６
か
所
の
小
中
学
校
で
、

水
泳
授
業
が
民
間
委
託
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
１
７
６
３
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

【土谷地区】　
　東温市河之内の東端に位置し、
西条市に近い里山地域です。旧金
毘羅街道などの歴史資源があり、
国道11号沿いの交通利便性と、稲
作を中心とした農村風景が特徴で
す。６月末の人口82人（60世帯）

地元企業の若手による餅つき

餅まきは大人気のイベント

地域の皆さんに支えられています。

フィッタに到着

基本のバタ足練習

入水前の準備運動

欠席の児童も2階で見学 拝志小学校
教頭　田

た
中
なか

　正
まさ

之
ゆき

さん
フィッタ重信店

店長　稲
いな

積
づみ

　知
とも

也
や

さん

次
回
（
83
号
）
は
「
田
窪
団
地
」

を
取
材
予
定
で
す
。

◆�

民
間
委
託
の
目
的
は

　

一
部
の
学
校
プ
ー
ル
で

は
耐
用
年
数
（
30
年
）
を

超
過
し
修
繕
が
多
発
し
て

お
り
、
そ
の
維
持
管
理
費

及
び
改
修
費
は
、
直
近
の

試
算
で
、
１
校
当
た
り
年

間
約
１
０
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
間
委
託
に
す
る
と
１

校
当
た
り
約
2
０
０
～

３
０
０
万
円
と
な
り
、
大

幅
に
予
算
が
削
減
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
教
員
の
業

務
負
担
軽
減
や
指
導
技
術

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

屋
内
プ
ー
ル
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
天
候
や
気
温

に
左
右
さ
れ
ず
、
熱
中
症

対
策
に
も
な
り
ま
す
。

◆
こ
の
事
業
の
効
果
は

　

フ
ィ
ッ
タ
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
少
人
数
指

導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
１

人
に
つ
き
約
10
人
を
基
本

と
し
、
泳
力
に
応
じ
て
グ

ル
ー
プ
分
け
を
行
い
、
泳

ぎ
が
得
意
な
子
は
さ
ら
に

技
術
向
上
を
目
指
し
、
苦

手
な
子
も
自
分
の
ペ
ー
ス

で
安
心
し
て
取
り
組
め
る

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
意
見
は

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

「
日
焼
け
し
な
い
の
で
う

れ
し
い
」「
雨
の
日
で
も

授
業
が
で
き
る
」「
自
分

の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
練
習

が
で
き
る
」
な
ど
、
前
向

き
な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

◆
先
生
方
の
意
見
は

　

屋
内
プ
ー
ル
の
た
め
雨

天
中
止
が
な
く
、
安
全
管

理
体
制
も
充
実
し
て
お

り
、
教
員
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

移
動
時
に
は
車
酔
い
し

や
す
い
生
徒
を
バ
ス
前
方

へ
配
置
す
る
な
ど
、
細
か

な
配
慮
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

プール施設までバス移動

グループに分かれた水泳授業 源太ザクラ、今年も見事に咲きました

安
心
し
て
楽
し
く
学
べ
る

水
泳
授
業
に
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す

学
校
だ
け
で
は
難
し
か
っ

た
、
よ
り
き
め
細
か
な
指
導

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

春
の
源
太
桜
ま
つ
り
に

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
ね
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施設新築工事等の契約案を可決

住宅用省エネ家電普及促進事業

追加提案された補正予算案

ふるさと交流館条例の一部改正 《料金改定の流れ》

公共土木施設災害復旧事業
県営ため池等整備事業

　国の物価高騰対応の交付金を活用し、省エ
ネ家電（LED 照明器具・電気冷蔵庫・エアコン）
を購入した方（対象予定数320世帯）に、購入
費用を補助する経費が計上された。
　審議において、以下の質疑や反対意見が挙
がり、採決の結果、賛成者はなく否決となった。

・物価高騰が続く中、生活弱者の配慮はもと
より広く市民を対象とした施策とするべきで
はないか。
・市内のエアコン販売業者の仕入れ状況を考
慮せず、事業を実施した場合、家電量販店へ
の需要集中を招く可能性があるのではない
か。
・来年度から省エネ基準が厳しくなるにも関
わらず、なぜ今実施するのか。
・事前告知もなく、４月購入分までさかの
ぼって対象とすることは、購入場所等によっ
ては不平等ではないか。

問 中東情勢も含め市民の消費負担が大変な時期に料金改定を行うのか。経営検討委員会の中では、
このような状況を考慮したうえで判断されたのか。
答 料金改定については、令和５年度から、経営検討委員会において継続して検討していたが、コロ
ナ禍以降、賑わいを取り戻すことを優先し据え置いていた。今回、利用者数が増加しているにもかか
わらず、収益が上がらない状況を踏まえ、やむを得ず、経営改善のために改定を行うこととなった。

強風により市道などへの倒木等の被害が発生
した。
・倒木等の被害件数：18件
　　※業者に依頼する見込み件数
・被害対策等への執行状況：388万円
　　※７月１日時点

問 改修の進捗状況と、防災重点ため池に対す
る整備計画は。
答 ため池全体の改修率は56％となっている。
まずは耐震対策を進めていくが、地元からの改
修要望があれば県と協議を行い計画に含める考
えである。
※防災重点ため池とは…決壊時に周辺へ人的被害
を及ぼす恐れがあるため池

問 入札に対する応札が１者だった原因を、市
はどのように分析しているのか。
答 物品納入後のメンテナンスや迅速な緊急的
対応が必要であることを考慮し、「愛媛県内給
食調理場において、過去５年間に同様機器等の
納入実績があること。」と厳しい入札参加資格
要件に設定したため、応札が１者となった。

台風６号による倒木被害等及び今後の災害等
に備えるための経費

防災ため池等の改修事業に係る負担金 学校給食センター厨房機器購入契約の締結

省エネ家電の購入費用の補助に要する経費

台風６号による倒木
改修予定の上村源

げん
平
ぺい

谷
だに

池
いけ

給食用ご飯を炊き上げる炊飯ライン

さくらの湯「上限」料金の改正

災害対策の重機借り上げ

ため池の耐震改修 炊飯ライン等を購入

22億億77757775万円万円

900900万円万円
10861086万円万円 60726072万円万円

1649万円

CRO×SPO東温の利便性向上

問 建設予定地は河川敷であり、地盤が弱いのではないかと推測されるが、地盤対策等の追加工事が
発生する可能性はあるのか。
答 設計段階において、地質調査は実施済みであり、問題がないことを確認している。

スポーツ交流拠点施設新築工事請負契約の締結

入浴料
大人 650円（500円）

子供 400円（350円）

（ 　）内は旧料金

　第３回東温市議会６月定例会が６月12日から７月２日まで21日間の会期で開催され
ました。
　今定例会では市長提案の一般会計予算等（報告５件、承認２件、補正予算５件、条
例改正18件、契約３件、人事案件19件）の合計52議案を審議しました。

６月
定例会本会議の動画はこちら

から視聴できます。

一般会計補正予算

１億1248万円
（累計195億3448万円　　前年度比10.5％減）

①市長
（条例改正案）

経営検討委員会
で改定案を承認

②市議会
（条例改正を議決）

条例で料金の
「上限」を定める

③指定管理者
（運営者）

上限の範囲内で
市の承認を得て

「利用料金」を決定
【主要な部屋、トイレ】
①多目的室１：83.03㎡、多目的室２：68.59㎡	 ②更衣室（ロッカールーム）：52.34㎡、更衣室：7.22㎡
③トレーナー室：23.65㎡	 ④シャワー室８人用：11.63㎡、シャワー室５人用：4.65㎡
⑤トイレ：7.22㎡（大便器２基）×２か所 	 ⑥管理人室：10.83㎡、交流室：43.99㎡　
⑦トイレ：12.4㎡（大便器３基）、トイレ :11.21㎡（大便器２基、小便器２基）、多目的トイレ：5.99㎡（大便器１基）

完成予想図南　面
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令和８年６月定例会提出議案

議案48　農業委員会委員の任命
　～66

議案25　市長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例等の一部改正

議案26　多世代交流拠点施設条例の一部改正
議案27　市税条例の一部改正
議案28　手数料徴収条例の一部改正
議案29　教育施設使用料条例の一部改正

６ページ参照

議案30　公民館条例の一部改正
６ページ参照

議案31　滑川野外活動研修施設条例の一部改
正

議案32　川内運動場条例の一部改正
議案33　川内体育センター条例の一部改正

６ページ参照

議案34　老人福祉センター条例の一部改正
議案35　滑川生活改善センター条例の一部改

正
議案36　福祉館条例の一部改正
議案37　斎場条例の一部改正
議案38　農村環境改善センター条例の一部改

正
議案39　農林業者トレーニングセンター条例

の一部改正
議案40　都市公園条例の一部改正

６ページ参照

議案41　ツインドーム重信条例の一部改正
議案42　ふるさと交流館条例の一部改正

４ページ参照

その他

条例改正

承認２　市税条例の一部改正
承認３　国民健康保険税条例の一部改正

議案22　一般会計補正予算（第１号）
５ページ参照

議案23　後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

議案24　介護保険特別会計補正予算（第１号）
議案45　一般会計補正予算（第２号）

４ページ参照

議案47　一般会計補正予算（第３号）
４ページ参照

専決処分

補正予算

報告２　専決処分の報告
和解及び損害賠償の額の決定

報告３　令和７年度一般会計継続費繰越計算
報告４　令和７年度一般会計繰越明許費繰越

計算
報告５　令和７年度吉久工業団地特別会計繰

越明許費繰越計算
報告６　令和７年度水道事業会計予算繰越計

算

議案43　学校給食センター厨房機器購入契約
の締結
５ページ参照

議案44　スポーツ交流拠点施設新築工事請負
契約の締結
５ページ参照

議案46　東温市立上林小学校屋内運動場長寿
命化改修建築主体工事請負契約の締
結

報　告

契　約

議案

浜
田
　
瑠
華

高
須
賀
啓
治

森
田
　
和
幸

渡
部
　
一
恵

大
西
　
良
也

高
須
賀
広
一

小
島
　
建
三

大
西
　
正
之

永
井
　
大
介

渡
部
　
勇
次

亀
田
　
尚
之

細
川
　
秀
明

丹
生
谷
美
雄

相
原
真
知
子

安
井
　
浩
二

議決結果
（賛成：反対）

議案第33号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × − 〇 〇 〇 〇 可　決（11：３）

議案第39号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × − 〇 〇 〇 〇 可　決（12：２）

議案第40号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × − 〇 〇 〇 〇 可　決（12：２）

議案第47号 × × × × × × × × × × − × × × × 否　決（０：14）

反対のあった議案

〇賛成　×反対　議長（亀田　尚之）は採決に加わらない。　　上記以外は全員賛成。

施設使用料等の改正（令和８年10月施行）
運動場等使用料を増額

主な施設の使用料

問 運動場の使用料を100円とした理由は。
答 受益者負担の観点から使用料を設定することとし、
原価計算の結果、100円となった。
問 中学校の部活動地域移行などで地域団体が利用す
る場合の減免措置はあるのか。
答 現行の規定において減免措置はある。また、学校
施設だけでなく他の施設も含めて、今回の使用料改定
に合わせて、新たな減免基準を検討中である。

小中学校の運動場・夜間照明の使用料を増額

※対象学校：北吉井小、南吉井小、拝志小、川上小、
東谷小、西谷小、重信中、川内中

注目

教育施設使用料条例の一部改正

運動場 100円   （無料）

夜間照明施設 300円（150円）

1 時間当たり使用料（ 　）内は旧料金

１時間当たり使用料
（　 ） 内は旧料金都市公園条例

東温市総合公園
多目的広場  1,500円（1,220円） 

庭球場  900円   （710円） 

重信川かすみの森公園 多目的広場  400円   （200円）

東温スポーツフィールド 庭球場  100円     （50円）

川内体育センター条例

川内体育センター

小競技場
全面  300円   （200円）

半面  200円   （100円） 

大競技場
全面  700円   （500円）

半面  300円   （250円） 

公民館条例

中央公民館 大ホール  2,600円（2,240円） 

川内公民館 大ホール  1,500円（1,220円）

※詳細は市のホームページ参照

問 他の施設の使用料でも見受けら
れるが、半面の使用料の倍が全面の
使用料になっていない。利用者に分
かりにくいのではないか。
答 『使用料・手数料の設定に関す
る基本的な考え方』に基づき、各施
設ごとの原価計算の結果によるも
のであり、使用料の単位を100円単
位としていることから、このような
ケースが生じている。

川内体育センター

反対討論  

渡部　勇次
　受益者負担の公平性と透明性を
確保するという観点から、施設の
全面の使用料は、半面の使用料の
２倍に統一することが妥当である。
今回の改正案は、統一されておら
ず、反対する。

問 東温スポーツフィールドの庭球場の使用料は、原価
計算の結果に基づく金額か。
答 人件費と物件費に対し、稼働率等を乗じると１時間当
たりの原価が71円となった。100円未満は切り上げ、現行
使用料の２倍の100円となった。

東温スポーツフィールド

改修工事中のため池の視察（西岡）

総務産業建設委員会調査
　６月22日、令和８年度補正予算の審査のため、現地視察を行った。
・県単独土地改良事業（南方東

ひがし

又
また

水
すい

路
ろ

改良工事）
・県営ため池等整備事業（西岡奥

おく

屋
や

敷
しき

新
しん

池
いけ

・上村源
げん

平
ぺい

谷
だに

池
いけ

）
・地区計画道路整備事業（牛渕地区）
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No 氏　　名 交 付 額 支 出 額 残　　余
（返還金）

※ 1

支出科目　※ 2

調査研究費 研 修 費 広 報 費 資料購入費 事務所費
視察等の調査
研究に関する
経費

研修会等に参
加する経費

議員活動や市
政を住民に報
告する経費

図書や資料等
を購 入する経
費

議員活動に必
要な事務所に
関する経費

1 浜田　瑠華 180,000 76,616 103,384 19,970 56,646

2 高須賀啓治 180,000 163,798 16,202 152,235 11,563

3 森田　和幸 180,000 40,874 139,126 29,310 11,564

4 渡部　一恵 180,000 200,677 0 59,177 141,500

5 大西　良也 180,000 184,270 0 184,270

6 高須賀広一 180,000 169,247 10,753 64,481 64,080 1,830 40,856

7 小島　建三 180,000 229,304 0 50,220 25,606 153,478

8 大西　正之 180,000 9,200 170,800 9,200

9 永井　大介 180,000 145,060 34,940 124,630 20,430

10 渡部　勇次 180,000 343,200 0 343,200

11 亀田　尚之 180,000 95,420 84,580 47,420 48,000

12 細川　秀明 180,000 156,679 23,321 4,530 152,149

13 丹生谷美雄 180,000 133,623 46,377 58,859 35,310 39,454

14 相原真知子 180,000 216,157 0 124,630 91,527

15 安井　浩二 180,000 247,360 0 137,540 109,820

合　　計 2,700,000 2,411,485 629,483 180,517 1,124,845 1,830 607,615 496,678

　

東
温
市
議
会
議
員
に

は
、調
査
研
究
等
の
活
動

に
資
す
る
経
費
の
一
部
と

し
て
、政
務
活
動
費
（
一
人

あ
た
り
月
額
１
万
５
千

円
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

議
員
は
、政
務
活
動
費

に
係
る
収
支
報
告
書
を

作
成
し
、領
収
書
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
書
類
を

添
え
て
議
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
基
本
条
例
で
は
、

「
市
民
に
対
し
て
議
会
の

活
動
に
関
す
る
情
報
を
、

多
様
な
広
報
手
段
を
使
っ

て
積
極
的
に
公
開
し
、透

明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

説
明
責
任
を
果
た
す
も
の

と
す
る
。」
と
掲
げ
て
お

り
、積
極
的
な
公
開
の
も

と
、政
務
活
動
費
の
個
人

別
収
支
を
公
開
し
ま
す
。

政
務
活
動
費

　

こ
の
収
支
報
告
書
は

一
般
に
公
開
し
て
お
り
、

手
続
き
す
れ
ば
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
長
へ
の
報
告

　

条
例
に
基
づ
き
令
和
７

年
度
政
務
活
動
費
収
支

報
告
書
・
領
収
書
等
を
添

え
て
議
長
か
ら
市
長
に
送

付
し
ま
し
た
。

令和７年度政務活動費 収支一覧表

※１　交付額よりも支出額の多い議員は、残余（返還金）を０と表記しています。
※２　支出があった科目のみ抜粋しています。
　　　（広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、人件費の支出はありませんでした。）

政
務
活
動
費
収
支
報
告

令
和
７
年
度

（単位：円）

　
　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封

鎖
問
題
に
対
す
る

調
査
・
分
析
の
状
況
は
。

　
　

あ
ら
ゆ
る
業
種
や

市
民
生
活
に
お
い

て
の
影
響
を
強
く
懸
念

し
て
い
る
。（
地
域
活
力

創
出
課
長
）

　
　

各
種
団
体
や
金
融

機
関
と
連
携
し
、リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
市
況
調

査
に
努
め
、早
期
の
対
応

に
向
け
て
備
え
て
は
。

　
　

各
金
融
機
関
や
商

工
会
等
と
の
連
携

の
上
、国
・
県
の
動
向
や

他
の
自
治
体
に
お
け
る

問答問答

取
り
組
み
な
ど
も
参
考

に
、効
果
的
な
支
援
制
度

の
在
り
方
を
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
。（
地

域
活
力
創
出
課
長
）

自
衛
隊
に
つ
い
て

　
　

自
衛
隊
の
本
市
に

お
け
る
存
在
意
義

と
、そ
の
役
割
に
対
す
る

評
価
は
。

　
　

自
衛
隊
は
、我
が
国

の
平
和
と
独
立
を

守
り
、国
の
安
全
を
保
つ

と
い
う
重
大
な
任
務
を

担
う
と
と
も
に
、災
害
発

生
時
の
人
命
救
助
や
生

活
支
援
な
ど
、国
民
の
生

命
、財
産
を
守
る
た
め
の

中
核
的
な
役
を
果
た
さ

れ
る
、極
め
て
重
要
な
存

在
で
あ
る
。（
危
機
管
理

課
長
）

　
　

電
子
デ
ー
タ
方
式

を
用
い
て
、住
民
基

本
台
帳
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
は
。

　
　

国
か
ら
の
通
知
も

あ
り
、効
率
化
や
正

確
性
向
上
の
観
点
か
ら
、

紙
媒
体
か
ら
電
子
デ
ー

タ
に
よ
る
提
供
へ
と
移

行
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。本
市
と
し
て

も
、事
務
の
効
率
化
や
誤

問答問答

記
の
防
止
と
い
っ
た
観

点
か
ら
も
有
効
な
手
法

で
あ
る
と
認
識
し
、検
討

を
進
め
て
い
く
。（
危
機

管
理
課
長
）

北
朝
鮮
拉
致
問
題
に

つ
い
て

　
　
「
北
朝
鮮
に
よ
る
日

本
人
拉
致
問
題
に

対
す
る
理
解
促
進
と
広

報
啓
発
の
推
進
を
求
め

る
決
議
」
を
受
け
て
の

対
応
は
。

　
　

拉
致
問
題
は
主
権

及
び
人
権
に
関
わ

る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

学
校
に
お
い
て
も
、ア
ニ

メ
「
め
ぐ
み
」
を
含
む
各

種
教
材
を
活
用
し
、児
童

生
徒
が
拉
致
問
題
へ
の

理
解
を
深
め
、人
権
尊
重

の
意
識
や
平
和
を
大
切

に
す
る
心
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　
（
学
校
教
育
課
長
）

問答

永
なが

井
い

 大
だい

介
すけ

議員

ホルムズ海峡問題
本市経済への影響は

６月定例会
一 般 質 問

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での一般質問の動画を観ることができます。

99議員が議員が
市政を市政を問問う!!う!!

一般質問って？

　定例会において、議員が市に政策を提
言したり、施策の状況や方針などについ
て、報告、説明を求めたり、疑問を質問
したりすることです。

　市のホームページで議会開会中、
生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧にな
れます。

議会インターネット中継

市議会ページ

　一般質問は、令和８年６月 16 日、17 日の日程で行い、９人の議員が質問し市長などに答弁
を求めました。

松山駐屯地　創立記念行事の様子
（16 式機動戦闘車）
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ス
マ
ー
ト
ヘ
ル
ス

ケ
ア
事
業
の
利
用

実
績
や
成
果
は
。

　
　

利
用
者
は
延
べ
３

１
２
人
。健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
相
談
を
継
続
実
施

し
、参
加
者
の
内
臓
脂
肪

量
の
減
少
が
見
ら
れ
、健

康
指
標
の
改
善
が
確
認

で
き
た
。満
足
度
も
９
割

を
超
え
て
い
る
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

区
長
会
な
ど
に
よ

る
周
知
は
、利
用
見
込
み

や
相
談
件
数
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
。

問答問
　
　

実
質
公
債
費
比
率

が
県
内
で
下
か
ら

３
番
目
と
い
う
状
況
に

あ
る
が
、こ
の
こ
と
に
対

す
る
評
価
は
。

　
　

県
内
他
市
と
比
較

し
て
や
や
高
い
水

準
に
あ
る
が
、早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
っ
て
お

り
、財
政
の
健
全
性
は
一

定
程
度
確
保
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

市
債
残
高
、公
債

費
、実
質
公
債
費
比

率
の
今
後
の
推
移
見
込

み
と
ピ
ー
ク
時
期
の
見

通
し
は
。

問答問

　
　

広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

ほ
か
、商
工
会
な
ど
を
通

じ
た
周
知
に
よ
り
、地
域

で
の
活
用
や
企
業
開
催

型
モ
デ
ル
へ
の
参
画
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　

公
共
交
通
が
不
便

な
地
域
も
あ
る
中
、

市
民
を
待
つ
だ
け
で
な

く
、Ｍ
ａ
ａ
ｓ
車
両
を
活

用
し
て
、市
か
ら
地
域
へ

出
向
く
健
康
支
援
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
民
へ
の
募
集
を

中
心
と
し
た
、申
込

み
を
待
つ
手
法
だ
け
で

は
、限
界
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。こ
ち
ら
か
ら

地
域
へ
出
向
く
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
不
可
欠

だ
と
考
え
て
い
る
。（
地

域
活
力
創
出
課
長
）

答問答
　
　

市
債
残
高
は
令
和

８
年
度
、公
債
費
は

令
和
11
年
度
、実
質
公
債

費
比
率
は
令
和
16
年
度

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

　
　

近
年
発
行
の
市
債

の
う
ち
、交
付
税
措

置
の
な
い
起
債
の
事
業

内
容
は
。

　
　

令
和
６
年
度
に
公

園
整
備
事
業
で
５

７
６
０
万
円
、川
内
体
育

セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場

整
備
事
業
で
１
４
６
０

万
円
の
発
行
実
績
が
あ

る
。（
企
画
財
政
課
長
）

商
業
施
設
や
大
学
等

を
活
用
し
た
投
票
環

境
整
備
を

　
　

商
業
施
設
や
大
学

等
に
期
日
前
投
票

所
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

現
時
点
で
は
検
討

し
て
い
な
い
。（
総

務
課
長
）

青
切
符
制
度
導
入
に

伴
う
自
転
車
通
行
環

境
整
備
を

　
　

通
学
路
の
安
全
確

保
の
体
制
は
。

　
　

東
温
市
通
学
路
安

全
連
絡
協
議
会
を

答問答問答問答

　
　

行
政
計
画
の
策
定

業
務
に
お
け
る
外

部
委
託
の
現
状
は
。

　
　

１
０
４
件
の
計
画

の
う
ち
、高
度
な
分

析
や
大
規
模
な
調
査
を

伴
う
43
件
に
つ
い
て
は

外
部
委
託
を
活
用
し
て

い
る
。委
託
料
の
総
額

は
、合
計
で
約
２
億
９
７

０
０
万
円
で
あ
る
。

　
　

委
託
料
削
減
の
方

策
は
。

　
　

第
３
次
総
合
計
画

の
策
定
に
お
い
て

は
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

庁
内
会
議
へ
の
出
席
を

問答問答
　
　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
調
査
状
況
と
今

後
の
活
用
は
。

　
　

学
習
の
遅
れ
、家
庭

間
の
経
済
・
環
境

格
差
の
顕
在
化
、教
職
員

の
事
務
・
指
導
負
担
の

増
加
と
い
う
課
題
へ
の

解
決
に
は
至
っ
て
い
な

い
。教
育
委
員
会
の
見
解

と
し
て
積
極
的
な
制
度

導
入
予
定
は
な
い
。

　
　

実
態
把
握
と
経
済

格
差
・
送
迎
負
担

へ
の
具
体
的
な
対
応
は
。

　
　

保
護
者
等
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て

問答問答

取
り
止
め
、計
画
書
冊
子

の
印
刷
を
省
い
た
こ
と

で
、委
託
料
の
削
減
を

図
っ
た
。今
後
、可
能
な

も
の
に
つ
い
て
は
、計
画

の
統
合
や
同
時
策
定
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
（
企
画
財
政
課
長
）

教
員
の
駐
車
料
金
を

免
除
に

　
　

教
員
か
ら
駐
車
料

金
を
徴
収
す
る
理

由
は
。

　
　

市
の
公
共
財
産
で

あ
る
学
校
用
地
を
、

私
的
駐
車
場
と
し
て
占

用
し
て
い
る
た
め
。幼
稚

園
教
職
員
や
学
校
支
援

員
等
の
市
費
職
員
か
ら

は
徴
収
し
て
お
り
、教
員

も
同
様
に
し
て
い
る
。

　
　

県
内
20
市
町
の
う

ち
17
市
町
が
教
員

の
駐
車
料
金
を
免
除（
無

料
）
し
て
い
る
。負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、本
市
も

免
除
に
し
て
は
。

　
　

受
益
者
負
担
の
原

則
や
市
役
所
職
員

等
と
の
公
平
性
を
考
慮

す
る
と
、教
員
の
み
を
免

除
と
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
。（
教
育
委
員
会
事

務
局
長
）

問答問答 い
る
。な
お
、部
活
動
の

入
部
は
任
意
で
あ
り
、放

課
後
の
参
加
は
ご
家
庭

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
　

文
化
部
地
域
展
開

に
お
け
る
受
皿
の

整
備
と
機
会
の
確
保
は
。

　
　

最
大
の
課
題
は
、指

導
者
確
保
で
あ
る
。

自
校
で
活
動
で
き
る
環

境
が
最
善
で
、指
導
者
や

運
営
母
体
等
か
ら
相
談

が
あ
れ
ば
学
校
施
設
の

利
用
に
つ
い
て
も
前
向

き
に
協
議
す
る
。

　
　

平
日
の
大
会
、発
表

会
参
加
に
お
け
る

出
席
、公
欠
及
び
内
申
点

の
統
一
見
解
は
。

　
　

公
欠
は
主
催
者
か

ら
の
依
頼
文
等
を

も
と
に
、学
校
長
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
る
。高
校
入

学
時
に
作
成
す
る
調
査

書
は
、ク
ラ
ブ
活
動
の
成

果
や
実
績
な
ど
を
評
価

す
る
も
の
で
は
な
く
、市

が
統
一
し
た
指
針
を
作

成
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　

学
校
教
育
課
か
ら

生
涯
学
習
課
へ
の

主
管
移
行
に
伴
う
具
体

的
な
役
割
と
引
継
ぎ
は
。

問答問答問

市
民
に
伝
わ
る
情
報

発
信
へ

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

利
用
状
況
を
把
握

し
て
い
る
か
。

　
　

令
和
７
年
度
は
約

１
５
７
万
件
の
ア

ク
セ
ス
が
あ
り
、約
６
割

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
の
利
用
。分
析
結
果
は

各
課
で
共
有
し
て
い
る
。

　
　

情
報
発
信
が
申
込

み
や
相
談
に
つ
な

が
っ
た
か
検
証
し
て
い

る
か
。

　
　

媒
体
ご
と
の
成
果

は
十
分
把
握
で
き

て
い
な
い
が
、ア
ク
セ
ス

解
析
な
ど
を
活
用
し
、今

後
は
成
果
把
握
に
努
め

て
い
く
。

　
　

検
索
窓
を
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
配
置
す

る
な
ど
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
利
用
を
前
提
に
し

た
改
善
を
す
る
考
え
は
。

　
　

シ
ス
テ
ム
面
で
は

対
応
済
み
で
あ
る

が
、文
字
サ
イ
ズ
の
見
直

し
や
画
面
配
置
な
ど
、利

用
者
の
視
点
に
た
っ
た

改
善
を
行
っ
て
い
く
。

　
（
総
務
課
長
）

問答問答問答 年
２
回
開
催
し
、各
学
校

か
ら
要
望
の
あ
っ
た
危

険
箇
所
に
つ
い
て
対
応

方
法
や
進
捗
状
況
の
確

認
・
協
議
を
行
っ
て
い

る
。（
学
校
教
育
課
長
）

　
　

自
転
車
が
安
全
に

車
道
通
行
す
る
こ

と
が
難
し
い
道
路
の
把

握
状
況
は
。

　
　

自
転
車
通
行
空
間

が
整
備
さ
れ
て
い

る
路
線
以
外
の
ほ
ぼ
全

て
の
道
路
に
お
い
て
、自

転
車
通
行
帯
を
設
置
で

き
る
幅
員
も
な
く
、安
全

性
の
観
点
か
ら
車
道
通

行
は
難
し
い
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　

道
路
の
危
険
箇
所

に
関
す
る
市
民
か

ら
の
通
報
手
段
は
。

　
　

来
庁
や
電
話
に
加

え
、
市
公
式LIN

E

の
市
民
通
報
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
通
報
で
き
る
。（
建

設
課
長
）

問答問答

東
温
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー

ル
ド（
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｘ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

東
温
）の
整
備
の
進
捗
は

　
　

公
園
整
備
費
が
当

初
の
見
込
み
か
ら

大
幅
増
額
と
な
っ
た
理

由
は
。

　
　

管
理
棟
及
び
休
憩

施
設
の
整
備
、駐
車

場
や
道
路
の
整
備
な
ど
、

持
続
可
能
な
運
営
管
理

の
実
現
に
向
け
て
改
善
・

追
加
し
た
結
果
、令
和
９

年
度
ま
で
の
事
業
費
は
、

約
８
億
６
千
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

成
果
の「
見
え
る
化
」

の
方
策
は
。

　
　

利
用
者
数
及
び
市

内
外
の
割
合
、イ
ベ

ン
ト
の
回
数
や
試
合
数

な
ど
の
実
績
、総
来
訪
者

の
推
計
な
ど
を
公
表
す

る
予
定
に
し
て
い
る
。

　
（
都
市
整
備
課
長
）

問答問答
　
　

学
校
教
育
課
の
情

報
を
引
き
継
ぐ
と

と
も
に
既
存
の
文
化
協

会
等
へ
の
支
援
体
制
を

ベ
ー
ス
に
、相
談
体
制
や

支
援
の
在
り
方
を
、丁
寧

に
準
備
、検
討
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

地
域
移
行
に
ふ
さ

わ
し
い
東
温
市
独

自
の
学
び
の
支
援
制
度

創
設
は
。

　
　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
の
醸
成
や
移
住

促
進
、関
係
人
口
の
創
出

は
、大
変
重
要
な
行
政
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。先
行
事
例
等
も
参

考
に
し
、本
市
の
特
色
を

生
か
し
た
独
自
の
校
外

で
の
学
習
支
援
制
度
の

在
り
方
に
つ
い
て
調
査
、

研
究
す
る
。（
学
校
教
育

課
長
）

答問答

渡
わたなべ

部 一
かず

恵
え

 議員 浜
はま

田
だ

 瑠
る

華
か

 議員

渡
わたなべ

部 勇
ゆう

次
じ

 議員 森
もり

田
た

 和
かずゆき

幸 議員

Maas車両で地域へ
出向く健康支援を

市債と将来負担を踏ま
えた財政運営について

行政計画策定業務に
おける委託料の削減を

部活動地域展開の
支援制度は

Maas 車両で「行く」健康支援へ

地域が支える部活動（イメージ）整備中のサッカーグラウンド

市公式 LINE の「市民通報」
からも通報できます
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本
市
の
難
病
患
者

数
は
。

　
　

中
予
保
健
所
が
窓

口
で
申
し
出
が
な

い
限
り
把
握
で
き
な
い
。

　
　

第
３
次
総
合
計
画

か
ら
「
難
病
患
者
支

援
」
が
削
除
さ
れ
た
理

由
と
今
後
の
支
援
は
。

　
　

難
病
患
者
の
相
談

支
援
体
制
が
整
っ

た
た
め
、総
合
計
画
へ
の

記
載
を
整
理
し
た
。今
後

も
保
健
所
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、相
談
支
援

を
行
っ
て
い
く
。（
健
康

推
進
課
長
）

問答問答
　
　

①
学
校
運
営
協
議

会
の
協
議
状
況
は
。

　

②
現
状
と
課
題
は
。

　

③
統
廃
合
に
関
す
る

意
見
等
を
教
育
委
員
会

に
提
出
す
る
こ
と
は
。

　

④
職
員
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
は
。

　

⑤
公
立
幼
稚
園
等
へ

の
設
置
検
討
は
。

　
　

①
登
下
校
の
見
守

り
活
動
や
学
校
行

事
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

　

②
基
本
方
針
等
の
承

認
が
形
式
的
で
あ
る
こ

と
や
各
学
校
間
で
の
取

問答

　
　

は
し
ご
車
の
購
入

時
期
、定
期
点
検
、

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
期

間
と
金
額
、更
新
計
画
は
。

　
　

平
成
26
年
に
１
億

４
６
９
１
万
円
で

購
入
し
、保
守
点
検
が
年

間
50
万
円
、５
年
毎
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
が
約

４
０
０
０
万
円
で
10
年

後
に
更
新
予
定
で
あ
る
。

　
　

は
し
ご
車
の
出
場

数
や
市
内
の
中
高

層
建
物
の
総
数
は
。

　
　

現
在
ま
で
の
出
場

は
７
件
、建
物
総
数

は
１
３
６
棟
で
あ
る
。

問答問答
　
　

国
は
令
和
８
年
度

か
ら
小
学
校
給
食

費
を
無
償
化
し
た
。国
の

「
重
点
支
援
地
方
交
付

金
」
を
活
用
し
、中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
を
す

る
考
え
は
。

　
　

中
学
校
給
食
費
に

必
要
な
額
は
年
間

約
５
７
０
０
万
円
。「
重

点
支
援
地
方
交
付
金
」

が
恒
常
的
財
源
と
し
て

見
込
め
ず
、一
般
財
源
に

よ
る
財
政
負
担
が
継
続

し
て
生
じ
る
た
め
、引
き

続
き
保
護
者
に
負
担
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問答

　
　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
行
政
文
書

は
、利
用
者
の
心
情
に
配

慮
し
た
表
現
へ
改
善
を
。

　
　

案
内
文
書
は
事
務

的
な
表
現
で
、改
善

の
必
要
性
が
あ
る
。見
直

し
で
き
る
文
書
は
利
用

者
目
線
で
文
面
が
で
き

次
第
、速
や
か
に
対
応
す

る
。（
社
会
福
祉
課
長
）

　
　

難
病
患
者
及
び
家

族
向
け
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
情
報
提
供
、案

内
表
記
の
充
実
を
。

　
　

難
病
患
者
向
け
の
、

記
事
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

な
い
が
、新
た
に
掲
載

し
、外
部
リ
ン
ク
や
添
付

資
料
も
分
か
り
や
す
く

す
る
。（
健
康
推
進
課
長
）

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、

分
か
り
や
す
い
情

報
発
信
を
。

問答問答問り
組
み
に
熱
量
の
差
が

あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

③
制
度
の
趣
旨
上
、意

見
や
要
望
を
教
育
委
員

会
と
し
て
受
け
取
る
こ

と
は
馴
染
ま
な
い
。

　

④
地
域
主
体
の
主
旨

か
ら
差
し
控
え
た
い
。

　

⑤
学
校
関
係
者
評
価

委
員
会
が
役
割
を
担
っ

て
お
り
、検
討
は
行
っ
て

い
な
い
。（
教
育
長
）

高
齢
者
等
ご
み
出
し
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

　
　

①
申
し
込
み
状
況
、

回
収
方
法
等
支
援

体
制
は
。

　

②
支
援
体
制
の
連
携

強
化
の
検
討
状
況
は
。

　

③
対
象
者
の
基
準
の

見
直
し
は
。

　

④
ご
み
屋
敷
の
よ
う

な
住
宅
の
当
事
者
に
対

す
る
行
政
指
導
は
。

　
　

①
支
援
中
の
56
世

帯
に
職
員
２
人
が

利
用
者
の
ご
自
宅
へ
出

向
き
、対
面
で
の
個
別
回

収
を
行
っ
て
い
る
。

　

②
地
域
や
関
係
機
関

と
連
携
強
化
に
努
め
事

業
を
推
進
し
て
い
く
。

　

③
現
時
点
に
お
い
て

現
行
の
基
準
を
見
直
す

問答

　
　

は
し
ご
車
の
整
備

要
件
に
、中
高
層
建

物
の
棟
数
等
が
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、出
場
か
ら

到
着
ま
で
が
30
分
未
満

の
場
合
、単
独
整
備
を
要

し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

単
独
運
用
と
共
同
運
用

の
効
果
は
。

　
　

単
独
運
用
の
効
果

は
即
応
性
、共
同
運

用
の
効
果
は
消
防
力
の

強
化
と
財
政
の
負
担
軽

減
が
見
込
め
る
こ
と
か

ら
、共
同
運
用
は
有
力
な

選
択
肢
と
考
え
て
い
る
。 

　
（
消
防
長
）

鳥
獣
害
へ
の
取
り
組
み

　
　

被
害
額
や
捕
獲
実

績
、ま
た
豚
熱
の
感

染
症
の
状
況
は
。

　
　

令
和
７
年
度
の
被

害
額
は
６
４
１
万

問答問答
　
　

現
在
の
小
学
校
給

食
費
無
償
化
の
た

め
の
国
か
ら
の
「
給
食

費
負
担
軽
減
交
付
金
」

の
不
足
額
は
い
く
ら
か
。

不
足
額
に
つ
い
て
保
護

者
負
担
を
な
く
す
考
え

は
な
い
か
。

　
　

不
足
額
は
、年
間
約

２
８
０
万
円
。法
令

上
の
学
校
給
食
費
の
基

本
的
な
考
え
方
に
変
更

が
な
い
こ
と
か
ら
、不
足

分
は
引
続
き
保
護
者
負

担
を
お
願
い
す
る
。

　
（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

上
水
道
基
本
料
金
減
免

の
半
年
間
延
長
を

　
　

ナ
フ
サ
危
機
、物
価

高
騰
か
ら
市
民
の

く
ら
し
、営
業
、農
業
を

守
る
市
の
対
策
は
。

問答問

　
　

サ
イ
ト
設
計
を
見

直
し
、情
報
発
信
の

最
適
化
を
図
り
、全
庁
一

丸
と
な
り
分
か
り
や
す

く
、市
民
に
伝
わ
る
情
報

発
信
に
努
め
る
。（
総
務

課
長
）

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結

す
る
組
織
改
編
を

　
　

昨
年
度
の
組
織
体

制
を
短
期
間
で
見

直
し
た
理
由
は
。ま
た
、

市
長
公
室
へ
人
事
係
を

移
管
し
た
理
由
は
。

　
　

統
括
部
長
へ
の
部

長
業
務
の
集
中
を

踏
ま
え
、市
長
公
室
を
新

設
し
た
。人
事
も
含
め
た

総
合
的
な
調
整
が
必
要

と
判
断
し
、人
事
係
を
市

長
公
室
へ
配
置
し
た
。

　
　

組
織
改
編
は
、市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

厳
し
い
財
政
状
況
と
の

整
合
性
、そ
し
て
職
員
が

や
り
が
い
を
持
っ
て
働

け
る
組
織
づ
く
り
が
重

要
で
は
。

　
　

今
後
も
指
摘
を
踏

ま
え
、市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
組
織
づ
く
り
を

進
め
る
。（
市
長
）

答問答問答予
定
は
な
い
。

　

④
職
員
が
粘
り
強
く

文
書
や
口
頭
で
改
善
指

導
を
行
っ
て
い
る
。（
環

境
保
全
課
長
）

第
２
次
東
温
市
地
域
公

共
交
通
計
画
に
つ
い
て

　
　

①
事
業
19
等
に
お

い
て
具
体
的
な
計

画
が
で
き
な
か
っ
た
理

由
は
。

　

②
今
年
度
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

　
　

①
市
民
の
誤
解
を

招
か
な
い
よ
う
具

体
的
な
表
示
は
行
っ
て

い
な
い
。

　

②
路
線
バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
、予
約
制
乗
合
タ
ク

シ
ー
、新
た
な
タ
ク
シ
ー

助
成
制
度
導
入
の
検
討

な
ど
、よ
り
具
体
的
な

内
容
の
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。（
副
市

長
） 問答

円
、捕
獲
数
は
イ
ノ
シ
シ

１
９
４
頭
、猿
40
頭
、鹿

２
９
５
頭
で
「
豚
熱
」
は

２
例
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　

狩
猟
者
の
高
齢
化

対
策
に
係
る
取
り

組
み
は
。

　
　

猟
友
会
会
員
（
令

和
７
年
度
）
の
平

均
年
齢
は
66
歳
で
、若
者

の
参
入
等
の
支
援
策
と

し
て
、免
許
の
新
規
取
得

者
の
受
講
料
等
に
１
／
２

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

猿
は
侵
入
を
防
止

す
る
こ
と
が
難
し

く
、中
学
生
が
威
嚇
さ
れ

る
な
ど
の
被
害
も
発
生

し
て
い
る
。猿
の
大
型
捕

獲
檻
の
設
置
、駆
除
後
の

処
理
方
法
は
。

　
　

県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、今
年
度
に

大
型
捕
獲
檻
を
２
地
区

に
設
置
す
る
。複
数
捕
獲

し
た
場
合
は
、一
般
ご
み

と
し
て
処
理
が
難
し
い

イ
ノ
シ
シ
や
鹿
と
同
様

に
、最
終
処
分
場
へ
搬
入

す
る
経
費
に
対
し
て
、補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と

と
し
た
。（
農
林
振
興
課

長
） 問答問答

　
　

上
水
道
基
本
料
金

の
減
免
な
ど
、生
活

者
と
事
業
者
を
支
え
る

施
策
を
機
動
的
に
講
じ

て
き
た
。引
き
続
き
、追

加
対
策
を
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
。（
地
域

活
力
創
生
課
長
）

　
　

上
水
道
代
の
基
本

料
金
の
減
免
を
、財

政
調
整
基
金
な
ど
を
活

用
し
て
半
年
間
延
長
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

半
年
間
で
約
５
４

０
０
万
円
程
度
の

費
用
が
想
定
さ
れ
、現
在

の
市
の
財
政
状
況
を
考

慮
し
た
場
合
、財
政
調
整

基
金
の
残
額
か
ら
の
充

当
は
難
し
い
。（
上
下
水

道
課
長
）

　
　

ナ
フ
サ
由
来
の
資

材
高
騰
・
物
価
高

騰
か
ら
市
民
を
守
る
国

の
対
策
は
不
十
分
だ
。市

と
し
て
「
重
点
支
援
地
方

交
付
金
」
の
増
額
を
国
に

求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

市
単
独
で
求
め
る

考
え
は
な
い
が
、県

市
町
連
携
の
枠
組
み
や

市
長
会
に
お
い
て
要
望
す

る
機
会
が
あ
れ
ば
連
携

す
る
。（
企
画
財
政
課
長
）

答問答問答

大
おおにし

西 正
まさ

之
ゆき

 議員高
たか

須
す

賀
か

 広
ひろ

一
いち

 議員

丹
に ゅ う の や

生谷 美
はる

雄
お

 議員小
こ

島
じま

 建
けんぞう

三 議員

はしご車の共同運用へ
向けて

難病患者支援と分かり
やすい情報発信を

学校運営協議会の
協議状況は

重点支援地方交付金で
中学校給食費無償化を

受け手側に配慮した文面へ
改善を（イメージ）

子どもの食を支える学校給食センター 平成26年に購入したはしご車

高齢者等ごみ出しサポート
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　東温市議会「第４回議会報告会」を４月17日（金）午後７時から中央公民館において、23人の
市民の皆様のご参加をいただき、開催しました。
　第 1 部では、総務産業建設・文教市民福祉各委員長による３月定例会の報告を行い、それに対し
て参加者からの質疑を受けました。
　第２部では、東温市社会福祉協議会の仙波直也様に「介護予防」をテーマに講演をしていただき
ました。その後、参加者が７グループに分かれて意見交換を行いました。

Bグループ

Cグループ

Eグループ

Gグループ

Aグループ

Dグループ

Fグループ

　２ケ月に１回開催されるサロンでは、体操
教室などを通じて楽しく体を動かしており、
多くの方が「人と触れ合う場」として積極
的に参加し、地域の絆が深まっている。
　バランスの取れた食事を心がけており、早
食いを避けてゆっくりと、１日３食欠かさず
摂取するように努めている。
　健康マージャンに取り組んでいる。頭を使
うため心地よい疲労感がある。

　70歳を過ぎて体力の低下を実感し、散歩やスポー
ツ大会、カラオケ、サロンなどへの参加が大切だと
感じている。
　人と会い、話すことは介護予防に極めて重要であ
り、外出や役割、交流が健康につながる。そのためサ
ロンへの参加促進や声掛けを行い、社協と連携した
講師派遣や企画の工夫にも取り組んでいる。また、
お互いに助け合える関係づくりが大切である。

　高齢者に対して、家族だけでは話題も尽き
るため、地域のサロンやイベントに参加し交
流できる環境を作ることが大切である。
　介護職経験者としては、施設に入所する際は
家族の理解が重要であるため、介護が必要にな
る前に家族と十分に話し合いをしてほしい。
　免許証を返納した場合に、外出する機会を
減らさないために、松山市が実施している

「お出かけ支援」のような公的支援をお願い
したい。

　高齢者は「今日用がある。」が大切。「高齢
者だからもういい。」、「できなくてもいい。」
ではなく、社会に出ていくことが大切。
　サードプレイスでは、おしゃべりする、
笑って帰ることが大事。介護するうえでもこ
ういう場所があってよかった。サードプレイ
スのような場所がもっとあればいいと思う。
　市への要望として、各公民館の前にベンチ
を置くなどして、集まっておしゃべりができ
る場をつくってほしい。

　介護予防の 5 つの柱（習慣・運動・社会
参加・健診・かかりつけ医）は、知っている
が十分できていない。
　介護予防は特別なことではなく、日々の生
活習慣の積み重ねが将来の安心につながる。
　地域の集まりやサロン活動など、人とのつ
ながりが健康維持に役立つ。
　口腔ケア（歯や口の健康）は、全身の病気
予防や食べる力の維持につながる。

　介護予防には、健康診断後の運動継続が極
めて重要でウォーキングなどで体重や血圧
の改善を実感し、冬場の課題を乗り越えつ
つ、地域や個人の場で継続する意識が大切。
　リハビリによる全身の筋力維持も不可欠
で、心理的な抵抗があっても長期的な視点で
取り組むべき。
　社会参加や仲間との交流は活動継続の大
きな支えとなり、経験伝承と世代交代も介護
予防と地域活力維持に繋がる。

　本人や家族への支援を強化することが重
要であり、高齢者や支援が必要な方が安心し
て暮らせる地域を実現するための支援を充
実させて欲しい。
　高齢者や独居の高齢者孤立を防ぐ地域づ
くりとして、地域での見守りや声かけを通じ
て困りごとを早期に把握する環境づくりを
進めることや、必要な介護・福祉サービスを
利用しやすい仕組みの整備を求める。

　今後、市民の皆様から出された意見や感想を参考に、議会としてできることを協議し
ていきます。
　次回の開催に向け、一人でも多くの皆様に参加していただけるよう、内容等について
さらに検討してまいります。

　第１部３月定例会の報告（質疑応答内容）、第２部市民の意見を聴
く会（グループごとのご意見）の詳細は、市のホームページへ掲載
しております。こちらの QR コードからも見ることができます。

第４回 議会報告会

各グループでの主な意見
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よ
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編
集

委
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会
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7
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1
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2
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温
市

見
奈

良
5
3
0
番

地
1
　

と
う

お
ん

 議
会

だ
よ

り
　

N
o.8

2
　

令
和

8
年

8
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
青
空
が
ま
ぶ
し
く
、田

畑
を
渡
る
風
や
川
の
せ

せ
ら
ぎ
に
、夏
の
訪
れ
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
号
で
は
、６
月
定
例

会
の
内
容
を
中
心
に
、市

政
の
動
き
や
議
会
で
の

議
論
を
分
か
り
や
す
く

お
届
け
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、市
民
の
皆

様
と
議
会
を
つ
な
ぐ
架

け
橋
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
、読
み
や
す
く
親
し

み
や
す
い『
議
会
だ
よ
り
』

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
一
読
い

た
だ
き
、皆
様
の
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
大
西　
良
也
）

９月定例会のお知らせ（予定）

編　
集　
後　
記

　

野
間
商
店
は
、先
代
の
代

で
創
業
か
ら
１
０
０
年
を
超

え
る
店
と
な
り
ま
し
た
。私

は
４
代
目
と
な
り
ま
す
が
、

家
業
を
手
伝
い
は
じ
め
て

10
年
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

長
年
続
い
て
き
た
、皆
様

に
愛
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
味
を
残
す
こ
と
も
大
事

に
し
て
い
ま
す
が
、新
し
い

味
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
い
と
思
い
、さ
く
ら
セ

レ
ク
ト
の
商
品
開
発
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、担
当
の

方
と
相
談
し
な
が
ら
今
の

形
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、昔
か
ら
の

味
を
守
り
つ
つ
、新
し
い

味
・
商
品
も
生
み
出
し
て

い
け
る
よ
う
、日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

野
間
商
店

　
　
野の

間ま　
盛せ
い
太た　
さ
ん

（
横
河
原
）

創
業
１
０
０
年
超
の
伝
統
と

新
た
な
挑
戦
を
大
切
に

人
シ
リ
ー
ズ

SAKURA select 選定品
陽光桜とら巻

発
行
責
任
者
亀
田　
尚
之

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
永
井　
大
介

副
委
員
長
大
西　
良
也

〃

渡
部　
一
恵

委

員
安
井　
浩
二

〃

小
島　
建
三

〃

高
須
賀
広
一

〃

森
田　
和
幸

〃

高
須
賀
啓
治

〃

浜
田　
瑠
華

過去の議会だよりが
こちらからスマホで読めます。

日 月 火 水 木 金 土

8/23 24 25 26 27 28 29

30 31 9/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

開会
総務・文教
委員会

一般質問 一般質問 質疑
予算委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
　　分科会

文教委員会
　　分科会

予算委員会 閉会

　市のホームページで議会開会
中、生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧に
なれます。

議会インターネット
中継

市議会ページ

東温市
イメージキャラクターいのとん

議会だよりの一覧


